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特集:地域子ども教室推進事業について
近年、子どもたちの安全・安心な遊び場の不足、スポー

ツに親しむ機会の減少、多様な文化体験活動に触れる機会

の減少等が指摘されています。文部耳ヰ学省では平成16年度

からの 3 年間、地域に根ざした多様な活動の機会を提供す

るため、安全 ・ 安心して活動できる子どもの居場所(活動

拠点)づくりの支援を行うこととし、放課後や休日こ小中

学生を対象に体験活動や交流活動を行う「地域こども教室

推進事業」を実施しています。

国立科学博物館においてもこの事業に参加を表明し、全

科協の協力を得て全国の科学系博物館等に対し、この「地

域子ども教室推進事業」の募集ととりまとめを行いました。

その結果、平成16年度は全科協加盟館35館を含め全国47館

の協力を頂き、事業を行いました。また、平成17年度は全

科協加盟館47'館を含め65館の協力を得て事業を行ってお

ります。

今回は、国立科朝専物館、滋賀県立智晶胡博物館、福岡

県青少年科学館の 3館の平成16年度の活動の様子をご紹

介します。

国立科学博物館における「地域子ども教室」について

(1 ) 上野地区における「かはく子ど、も教室」

上野地区における平成16年度の「地域子ども教室」 は、

名称を「かはく子ども教室」とし、 毎月第 3 、第 4 土曜日

の午後 1 時30分から午後 4 時まで実施しました。内容は主

に、科学工作や実験 ・ 在膝など、子どもたちが実際に手を

動かし頭を働かせ、自ら何かを作る、発見する喜びが得ら

れるようなプロ グラムで構成しました。

また、 11月 20日の第 1 回目にはスター ト 記念として、

「小 ・中学生のための新館ミュージアム ・ ラリー」を行い、

約300名の参加者で賑わいました。このミュージアム ・ ラ リ

ーは非常に好評だ、ったため、新年にも 3 回開催しました。

当館には、 「身近な科学」、 「発見の森」に代表されるハン

ズオン展示や、開館日には毎日子供向けの実験や観察など

を行っている「探究コーナー」があります。さらに、 小中

本教室では、当館の教育ボランテ

ィア、大学院生及び現臓の教員(日

本化学会化学教育協議会の協力)が

指導にあたり、当館での博物館実習

魅験をもっ大学生をスタッフとしま

した。また、日本化学会の先生が連

れてきてくださった中学校科学部の

生徒たちも運営をサポートしてくれ

ました。このように様々な立場、年

齢層の方々と子どもたちとのふれあ

いの場として機能したことで、本教

室が子どもたちの成長の一助になっ

たのではないかと思います。
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開催日 」人工L 画

2004年11月 20 日 : (土) 小 ・ 中学生のための新館ミュージアム ・ ラリー

2004年11月 27 日: (土) ドライアイスの実験、いろいろな砂、二重リングをつくろう 他

2004年12月 18 日: (土) 古生代の化石フズリナを観察しよう

2004年12月 25 日: (土) 博物館で点字を学ぽう

2005年 1 月 2 日: (日) 新春サイエンススクエア ・ ミュージアム ・ ラリー①

2005年 1 月 3 日 : (月) 新春サイエンススクエア・ミュージアム ・ フリー② l

2005年 1 月 4 日: (火) 新春サイエンススクエア・ミュージアム ・ ラ リ ー③ |

2005年 1 月 15 日: (土) 虹の見える箱を作って光をさぐる

2005年 1 月 22 日 : (土) タイマ一式「浮沈子」 をつくろう 他

2005年 2 月 19 日: (土) 身近なもので染めよう !

2005年 2 月 26 日: (土) 目に見えない光一赤外線をみつけよう 他

2005年 3 月 19 日: (土) 江戸麦わら細工

2005年 3 月 26 日: (土) 踊るセ ロハン、酵素のはたらきを調べよう

表平成16年度活動プログラム一覧
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タイマー式浮沈子を作ろう(平成17年 1 月 22 日実施)

小・中学生のための新館ミュージアム・ラリー

高校生が無料入館できる土曜日には教育ボランティアによ

る実験教室が聞かれており、いつでも科博は安心・安全な

「子どもの居場所」と言えます。

こうしたことを考えたとき、ミュージアム・ラリーはグ

ランドオープンした科博の魅力を子どもたち自身に発見し

てもらい、何度でも訪れてもらうきっかけを与えるという

意味で、非常に有努力で、あったと思います。

「かはく子ども教室」では上記のような活動を平成16年

度中に全13回行い、参加者は延べ2 ， 740名を数えました。

平成16年度の活動では、本館改修中ということもあって

充分な広きの会場を確保することができず、希望する参加

者全員に対応できない状況が生じたり、上野の地域性を生

かした伝統文伯、伝統工芸などに触れる機会をあまり提供

できなかったということが課題として残りました。

当館は平成17年 4 月より入館料金を改定し、常設展示に

ついては小中高校生は年聞を通じて無料入館となりまし

た。これによって「子どもの居場所」としての科博の機能
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がより高まると思われます。平成17年度の活動では、この

ようなことを踏まえ、「かはく子ども教室」の運営改善や地

域との連携をきらに深めながら活動していきたいと考えて

います。(学習課菅圭之介)

(2) 筑波実験植物園での活動

筑波実験植物園では、子ども向けの教育普及活動の他に、

地域の小学校との連携をはかる事業として植物園を活用し

た学校教育の実践も行っています。「かはく子ども教室」に

おいては、さらに子どもの活動の可台回全を広げるために、

子どもたちが多面的に取り組めるように、異なった切り口

で活動支援を実施することにしました。子どもに接触する

機会が多い筑波大学のサークルと共同で、子どものために活

動を実施しました。その他に植物園が従来から行っている

ウオークラリーも行いましたが、ここでは、筑波大学のサ

ークルと共同で、行った活動を紹介します。

倒:直物ウオークラリー「めざせ名探偵」

筑波大学ねっしー・自然教育研究会と共同で実施しまし

た。内容としては、特徴のある植物をあらかじめ写真で取

っておき、図面上にその位置をフロットし、探します。ま

た、解答がひとひねりしてあり、解答の植物名の一部を取

り出して、かくされた文章を探し出します。テキストの作

成にあたっては、図面を見る能力、課題の植物を他と識別

できる能力など総合的にいろいろなものを交哩する能力を

育むよう工夫しました。

⑫直物園で野鳥をみよう

筑波大学野生動物研究会と共同で実施しました。同研究

会は植物園がオープンした噴からずっと、植物園にやって

くる鳥の調査を行っています。内容としては、まず、子ど

もたちに「聞きなし」で鳥の鳴き声をいくつか覚えさせ、

野外でその鳴き声の確認と姿を双眼鏡で観譲します。鳥は、

林の下ばえの中、 樹冠にいるのかなどの観療です。テキス

トについては、鳥の大きさをスズメなどと比較して認識さ

せ、個々の識別する部位を示すなど工夫し、単独で、も使用

出来るようにしました。

このほか、従来から行っているものとして、植物ウオー

クラリー「マ、ソボックリとドングリのなる木を探そう J (高

学年向き)と、植物園ふしぎ探検「木の肌を見わけよう」

(低 ・ 中学年向き)を実施しました。

参加した子どもたちは、「めざせ名探偵」では、圏内をく

まなくまわり、分かったといっ歓声とともに、教育棟に走
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りこんで最後の文字合わせ。「きみは名探偵だ! J という文

字が出せて、筑波大生に誉めてもらうと、にっこりしてい

たのが印象に残りました。野鳥の観擦では、非常に寒い日

で\音を立てずに鳥をじっと探すのは忍耐がいりました。

カモなどの大きい鳥から在擦し始めたカ丈なかなか双H蹴

が使えません。カモにピントがあったときの感激は、声を

出さずににっこりとしていました。

(筑波劃樹直物園平山 良治)

(3) 自然教育園における「子ども土曜観察会」

自然教育園における平成16年度の「地域子ども教室」は、

名称を 「子ども土曜観接会」とし、平成16年 9 月から翌年

3 月までの毎週土曜日の午前11時から約 1 時間自然教育

園で実施しました。活動内容としては、自然の材料を使用

しての簡単な工作、圏内で生育している多くの草木の植物

や昆虫 ・ 鳥などの自然在擦、身近な材料を使用しての簡単

な実験など子どもたちが自然と親しむことができるプロ グ

ラムで構成しました。この 「子ども土曜観諜会」は、当園

の野外生態実習の経験者や大学院生の協力を得て実施しま

した。

自然の材料を使用しての簡単な工作をする活動としては

「オギのふくろう作り」、「たねの模型作り」、「クリスマスツ

リ ー作り」などを 16回実施しました。圏内の植物や昆虫・

鳥などの自然を観察する活動としては「木の顔をさがそ

う」、「早春の虫きがし」、「鳥の見わけ方」などを 10回実施し

ました。簡単な実験としてはブロッコリーの'DNAを見ょ

う 」 を実施しました。これらの活動を通して、子どもたち

に自然と親しむことを体験してもらうことができ、これに

よって自然への理解か深まり、また、子ども同士のふれあ

オギのふくろう作り

木の顔をさがそう

いの場ともなり、良い経験かす専られたのではないかと思っ

ています。上記のとおり、平成16年度の「子ども土曜観察

会」は27回実施し、延べ373名の参加者がありました。

(自然教育園矢野亮)

びわとと調査隊一滋賀県立琵琶湖博物館における

琵琶湖博物館には、はしかけ制度というものがある。始

めて聞く言葉だと思うれこの制度は、博物館を活用して

市民の方々に自主的な活動をしていただくための制度であ

る。はしかけとは、滋賀県の湖北地方の方言で、仲人きん

の前段階の役割をする人を指す。ボランティア活動という

言葉には、博物館の仕事を無償で、引云ってもらうというイ

「地域子ども教室」についてー
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滋賀県立琵琶湖博物館 中島経夫

メージがある。そこで\主音琶湖博牧治官では、ボランティア

という言葉をあえて使わずこの言葉を借用した。はしかけ

活動とは、はしかけさんによる自己実現のための自主的か

っ主体的な活動である。

はしかけ活動をするためには、琵琶湖博物館が実施する

はしかけ登録講座を受講していただき、はしかけさんとし
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て博物館に登録しておく必要がある。現荘、およそ300名の

方が登録し、 10を超えるグルーフ。が活発に活動している。

そのなかで、子どもの居場所を創出するグノレープである「琵

琶胡博物館うおの会」と「び、わたん」が、地域子ども教室

推進事業を実施する「主語湖博物館子ども体験教室実行員

会」を構成している。

「び、わたん」は、博物館かヲ法子きで、 1亨幼館の楽しみ方や

主琵雷胡地域の自然と文化のすばらしさを人々に伝えたいと

いう志をもった方々の集まりである。 主な活動は、琵琶湖

博物館の交流事業の一つである「琵琶湖博物館わくわく探

検隊」事業の実施である。この事業は、毎月第 2 ・ 4 土曜日

に、来館者対象として体験学習の実習を行っている。はし

かけさんは、この事業に企画立案から関わり、当日の運営

も中心になっ て1Tっている。 はしかけさんが企画したプロ

グラムとして、「レイスティ ック を作ろう J'縄文コースター

を作ろう Iフ。ランクトンを観諜しようーペットボトルで顕

微鏡」などがある。また、はしかけさんの興味関心に応じ

て、地域の公民館や朝交、博物館に出かけて体験学習や教

員研修を行ったり している。

もうひとつのグ/レープである琵琶湖博物館うおの会、略

して「うおの会」は、魚つかみの大好きな方々の集まりで

ある。 「魚を愛し、魚採りを楽しもう 。 魚の生息環境を将来

に残そう 。 魚とその生息環境の現，状を調査し、その姿を証

拠として記録しておこう。」というスローか、ンを掲げ、滋賀

県内の魚の分布調査を開始した。 「楽しみ」を楽しみに終わ

らせずに、活動の結果を科学的なデータとし、琵琶湖や琵

琶胡地域の水環境、魚の保全や復活にいかそうと活動して

きた。 4年間で当初の目的である滋賀県内の魚の分布調査が

終了した。その成果をiE"'~i胡博伽官研究報告23号「みんな

で楽しんだうおの会」にまとめている。調査の参加者は 151

名、採集地点は2 ， 703地点、採集魚きれた魚は2併ヰ49属72

種、博物館に登録された標本は10 ， 917点になった。この研

究調査報告書は、はしかけさんが中心になってまとめらオし

参加者が何を考えて活動し、 何を明らかにしたかが書かれ

ている。 4年間の活動を通じて、タモロコとヌマム、ソの区別

もつかなかった人たちが、好きこそものの上手で、、タモ網

での魚の採集の仕方、投網のうち方、魚の同定など、その

能力をめきめき上達きせ、専門の研究者以上になってしま

った。その能力をいかし、昨年から「びわとと調査隊」の

活動を展開している。びわとと調査隊の活動は、地域博物
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館の活動として、きわめて目覚しいものである。 その活動

について紹介する。

主琵歪湖博物館には、 「湖と人間をテーマとする博物館」、

「フィールド、への誘いとなる博物館」、「交流の場となる博物

館」という 3 つの基本理念がある。 2 つ目の「フィールド

への誘いとなる博物館」について説明する。主琵重油』博物館

では、身近な環境や一人ひとりの暮らしを大切にしている。

その意味で、「湖と人間のかかわり」にかかわる資料、つま

り、研究すべき資料、博物館に展示すべき資料、博物館に

収蔵すべき資料は、滋賀県どこにでもある。フィールドこ

そ本当の博物館、主語湖博物館という施設は、本当の博物

館への入り口であるという考えである。この理念にしたが

い子ども達の居場所をフィールドに創出しようと考えた。

身近な環境である家の前の水路や小) 11 は、現代では、ただ

の水の流れる水路であり、子ども達には危険な場所となっ

ている。 ゴミか捨てられ、汚いドブというイメージにもな

っている。一昔前まで、これらの小川や水路は「みぞっ こ」

と呼ばれ、子ども達にとって魚つかみなどの遊びの場であ

った。さらに小川の水は台所に引き込まれカパタとなって

いた。 そこには生活のための水が流れており、さらに、小

川や水路ではオカズトリの漁携も行われていた。 当時の

人々にとって、この水を汚すことはけっしてできなかった

はずで、ある。身近な水環境れ人々に必要なものになれば、

「ドフ〉で、はなくなる。多くの人々に身近な水環境をあらた

めてみつめてもらい、そこにもたくさんの生き物や魚たち

がすんで、いることに気づいてもらおうというのが「ぴわと

と調査隊」の活動である。

この活動では、多くの人々に魚つかみの楽しさを味わっ

てもらうことが最も大切なことである。しかし、びわとと

調査隊はこれだけではない。個人の娯楽や遊びである魚つ

かみや釣り、各種団体や学校、企業、機関カt行う観諜会か

ら得られるデータを 1 つにまとめあげるためのネットワー

ク活動(琵琶湖お魚ネットワーク)でもある。データを ま

とめるために、データを規施化しなければならない。 「魚つ

かみの楽しみかた一調査のしかた ・ 魚のみわけかた」とい

うガイド、ブ、ック(図 1 、図 2 )をつくり、 それに添える調

査カードを作成した(図 3)。これを武器に、うおの会の会

員たちは、琵琶湖読誠あちこちへ出かけていった。「うちの

団体か割譲会をやるカ丈指導員を派遣して」、「総合学習で、

魚の調査をやるので、うおの会の方にきてもらえないか」



全科協ニュ ス Vol. 35, No.5 

図 1

調査ガイ ドブッ

ク「魚つかみの

楽 しみかた調

査のしかた ・ 魚

のみわけかた

(初級編)J

図 2

調査ガイドブッ

ク初級編の中の

魚の見分け方を

示した頁

図 3

間査カード(初

級編)の裏と表

「社員の環境学習でま琵部』をとりあげるので、うちの工場へ

きてもらいたい」このょっな要望にこたえ、支援してきた

在瞭会は 7 月末で.'， 50件を超え、参加人数は5 ， 000名を超え

た。子どもの参加者はおよそ 1 ， 000名になっている(図 4) 。

うおの会から指導員を VIÔ宣する条件として、びわとと調

査隊の調査に協力していただくことになっている。観諜会

では、上手な魚つかみの方法、魚の同定の仕方を指導する

ことのほかに、調査カードの記入の仕方を指導する(図 5 、

6)。観集会の時だけではなく、ふだん調査をしてください

とお願いしている。現庄までに集まった有効調査カードは、

2 ， 000枚を超えている。「いつ、どこで、どんな環境で、ど

んな魚、がとれたかJ rいつ、どこの、こんな環境には魚がい

ない」これらのテ、ータをGIS上で:分析していく。市民参加に

よる環境保全の活動はたくきんあるが、それを大規膜に実

施し、科学的なデータにしていくという試みはいままでに

なかった。調査地点はいまのところ在監察会を実施した地域

にかたよっているれしだいに琵琶湖詐誠にゆっくりと広

がっていくと思う。

ぴわとと調査隊の活動は、地域子ども教室推進事業とし

-5 

て実施しているが、 WWFジャパンからの委託事業として

も行っている。 WWF ・ブリヂストン主琵重湖生命の水フ。ロ

ジェクトという形で、民間企業からの支援を受けている。

このプロジェクトは、 WWFインターナショナルが指定し

ているGlobal 200のなかの 1 つである琵琶湖流域で、市民

参加による環境保全活動を行うものである。市民によるモ

ニタリングによって琵琶湖流域のお魚マップを作り上げよ

うというものである。 10万ヶ所の調査をめざ、し、うおの会

では、びわとと調査隊の活動をくりひろげている。

図 4
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科学体験 l 子ども広場一福岡県青少年科学館における

福岡県青少年科学館では、館の特性を生かして子どもの

居場所を科学の分野で作ることができないかと考え、「科学

体験 ! 子ども広場」というネーミングで大きく 3 つの事業

を千子ってきた。

考え方として、 受け身的なものではなく「体験 ・ 学び ・

遊び、」の要素を取 り 入れた。 また、子ども自身が楽しめる

・ 友達と楽しめる ・ 家族と楽しめるものであることを意識

した。

さらに科学館だけで終わるのではなく、家に帰ってから

も作った物を利用したり、学んだことを家族に伝えたりと

家族の交流のきっかけや家での居場所として発展できるこ

とを願い、企画 ・ 実施した。

①チャレンジ教室

当館は毎週土曜 日、高校生以下は入館料が無料となる。

そこで午前と午後に 1 時間程度「チャレンジ教室」という

工作教室を行っている。

今回の取り組みでは、 15分-30分程度で行える簡易な工

作教室で 2 週間を目安にメニューを変更し 16年度は 9 月

-3 月までに 1樋類の工作を行った。

以下はそのメニューである。

「フ。ラ板キーホルダー」 ・ 「ス ト ローグライダー」・ 'CD

ホパークラフト」 ・ 「紙トンボJ 'クルクル変身カー

ド、」 ・ 「紙ブーメラン」 ・「のぽり人形」 ・ 「松ぽっくりツ

リ ーJ '水のみ鳥」・ 'CDゴ守マ」 ・ 「電気くらげ」・ 「虹め

「地域子ども教室」について一

-6-

福岡県青少年科学館 薄伸也

がね」 ・ 「スライム」 ・ 「円筒飛行機J 'バランストン

ボ」 ・ 「風船ロ ケット」 ・ 「コ ッ プコースター」 ・ 「ホログ

ラム万華鏡」

作り方や科学的な原理の説明の後、子ども達は楽しそう

にものづくりに取り組んで、いく。チャレンジ教室の名前が

示すように、 カッターなど日常あま り使っていない道具な

ども使い方を指導し、自分の力でチャレンジしていく よ う

に声をかけている。

幼児や/J~間交{昏学年など小きなお子さんも多いが、親や

ボランティアがサポートしながら作り方のコツを教えた

り、危なくないか見守ったりしている。 また、年齢が高い

子には原理について説明したり、更に工夫するとよい点な

どを話したりしている。

毎回50名 - 100名程度の参加があり、自分で、作った作品

を大事そうに眺めながら持って帰る姿が印象的で、ある。

人的配置や安全面などから難しい面もあるが、実施時間

や実施日の拡大などにより多くの子どものたちの居場所と

して遊び - 学べるように今後も検討していきたい。

②コスモスクール

当館はプラネタ リ ウムを併設してお り 、天文分野の事業

として天文や科学に対する興味 ・ 関心を高め、天文の基礎

知識や在擦方法を学んで、もらう教室を月に 1 回程度、土曜

日の15: 30から 1 時間程度行っている。

天体観車会など夜の在擦会は別途開催しているが、子ど

もの居場所として子どもだけでも参加でき、プラネタ リ ウ

ム とは違った体験型の教室となっている。

内容は、季節の星座の学習に重点を置き、星座早見盤の

使用方法や紙上での星座探しなどを行う。さらに、話題の

天文現象を取り上げて紹介したり、神話の紹介や星座早見

盤などの製作といった工作教室も行っている。

実際この教室で知識として学んだことをプラネタリウム

の星空で探してみたり、家に帰って実際の空を見ながら家

族と星を探した と という参加者からの声も多く聞か才し 人

気の教室である。
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③企画展

昔から子どもの居場所といえば、遊びの場であり学びの

場である。それは、どんな所でどんな事をしていたのかに

スポッ ト を当て、現代の遊ぴやおもちゃの原点ともいえる

「昭和30年から 50年代頃の遊ぴとおもちゃ」をテーマにし

た企画展を開催した。

名称 「路地裏のあそび ・ おもちゃの科学展」

期間平成16年12月 11 日目~平成17年 1 月 10 日 (月)

構成としては「展示」と 「体験 ・ イベント」の二つで構

成した。

「展示」では年代ごと ・ テーマごとに民芸おもちゃ、ブリ

キのおもちゃ、ゲーム、カードなどなつかしのおもちゃを

展示し、会場の雰囲気も当時の生活背景がわかるように四

畳半・三輪自動車 ・ ジュークボックス ・ 絵看板 ・ 映画ポス

ターなどで演出を行った。

連日多くの家族連れでにぎわい、親やおじいちゃん ・ お

ばあちゃんがなつかしがりながら、子ども達に当時のおも

ちゃゃあそび、の話をしながら見て回る光景がとてもほほえ

ましかった。

「体験・ イベント」としては、「昭手口の遊び、体験コーナー」

でコマ ・ メンコ・フラフープ・けん玉などを使っていつで

も遊べるようにした。

ここでも 3世代で遊び方を教えたり、競い合ったりと一

日中にぎわった遊び場となった。

大道芸・紙芝居 ・ 猿回し ・皿まわしなど伺験も交えたシ

ョーや「あそび、の修行」と銘打つた竹細工・お手玉・あや

とり・折り紙教室など週末を中心に期間中15 日 30回を超え

るイベン ト を千子った。

調査・企画・デザイン・設計・製作・施工・

監理・運営およびコンサルティング・プロデュース

より良い 「社会交流空間づくり 」 にむけて…。

+株式会社丹青社
干110-0005 東京都台東区上野5-2-2 TEL 03-3836-7221 (代表)

札幌・仙台・新潟・名古屋・大阪・鳥取・福岡

URL http://www.tanseisha.co.jp 

イベントはどれも好評で毎回100人を超える方が楽しん

でいた。皿まわしゃジャグリング(大道芸)などの伺験型

のイベントは 1 時間以上も熱中して取り組む姿も多く見ら

れた。

科学館にできる居場所作りとして、毎週(チャレンジ教

室)、毎月(コスモスクール)、イベント(企画展)といった

3種の事業を考え実施していった。 どの事業も居場所作り

と家族交流のきっかけという当初の目的は達成できたので

はないかと考えている。

実施している中で印象的で、あったのは、 やはり子どもの

笑顔と熱心に取り組む目。 それを見守る家族の温かい視娘

であった。

今回の事業を通して、講師 ・ スタッフ ・ ボランティアと

いう人的配置が十分にできた事は内容の充実と子ども達の

安全硝某の点で非常に有効で、あり今後も継続期自していき

たいと考えている。

美術

はく製

〈各種生物〉

剥製・骨格標本・レプリカ
加工/販売/リース

藷東洋近代美術研究所
製作所〒 272-0816 ft047・337・5678

千葉県市川市本北方2-18-1 FAX 047・338- 197日

本社 干272-0834 千葉県市川市国分5-3-25 ft047・374-1564

E-mail :toyobk巴n@tauP8 . plala.or.jp
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スウェーテ‘ンにニシンの博物館が開館

北海道余市のよいち水産博物館は別名「ニシン博物館」

と呼ばれており、この前まで北海道が世界に誇る唯一のニ

シンの専門博物館だ、った。 それが最近そうではなくなった

のである。

このほど2005年 6 月 4 日にもニシンの博物館がスケ ッ

プスマーレンという町に開館した。 よいち水産博物館が北

海道におけるニシン漁について紹介しているに対し、スウ

ェーテゃンに開館したものは、スウェーデンが世界に誇る発

酵ニシン「シュールストレミング〉をテーマにしていると

ころに大きな特色がある。 ご存じの読者はこの名前を聞い

てあの独特の臭きを思い浮かべるに違いないが、とにかく

その臭きは優にクサヤの臭きに勝るものだ。 同館ではパ/レ

ト海で獲れたニシンを使ったこの発酵食品の製造の歴史や

料理が紹介きれている。 またレストラ ンこそはないものの、

館内で試食も可能だ。 建設にあたっ て、 EUから 137万ドル

が助成された。 日本ではその缶詰は東京あたりで入手でき

るが、シュールストレミ ングは、 茄でた新ジャ方、と食べる

と旨いし、またアクアビ ッ トともあう 。 (ヴォトカとはあわ

ない)

Surstroemming Museum 

-企画展・特別展

直面
香港医制導物館

Sars 100 Days Overcome in Unity 

2005年 6 月 18 日 9 月 30 日

http://www.hkmms.org.hk/English/main.htm 

香港科学博物館

Sars 100 Days Overcome in Unity 

2005年10月 4 日一 11月 30 日

http://hk.science.museum/newgallery / sars100/ 

eng/ exhibition.html 

The Robot 200 

2005年 6 月 24 日一 10月 25 日

http://hk.science.museum/temp -exh/robot_zoo/ 

eng/index.html 

国立科学技術博物館(台湾)

Explore the 90% Unknown--Samuel C. C. Ting and 

-8-
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the Particle 

2005年 4 月 30 日 - 10月 20 日

直亙
オンタリオ科学館

Gunther von Hagens' BODY WORLDS 2 

2005年 9 月 30 日 2006年 2 月 26 日

http://www.ontariosciencecentre.ca/ 

カナダ自然博槻官

Ice Age Mammals 2005年 7 月 1 日一 2006年 3 月 26 日

http://www.nature.ca/exhibits/iamamm_e.cfm 

カナダ農業博物館

Tractors 2005年 3 月 1 日 10月 31 日

http://www.agriculture.technomuses.ca/ 

One Hundred Years of Science in Agriculture 

2005年 3 月 1 日 -10月 31 日

http://www.agriculture.technomuses.ca/ 

モントリオール科学館

X -Treme Rotation 2005年 4 月 -2006年 3 月 31 日

http://www.montrealsciencecentre.com/en/ 

activites/ activites rotation.htm 

| フィンランド|

へウレ力

Music 

Mirrors in Mind 

2005年 3 月 19 日 -2006年 3 月 5 日

2005年 9 月 24 日 -2006年 9 月 3 日

http:/ /www.heureka.fi/ 

| オーストラリア|

クェスタコン科学館

Toys: Science at Play 

2005年 8 月 1 日 -2006年 1 月 31 日

http://www.questacon.edu.au 

1 1'~I)À I 
生命科学館

Mars Quest; discover the mysteries of the Red 

Planet 2005年 6 月 18 日一 12月 15 日

http://www.lifesciencecentre.org.uk/cforl/marsｭ

quest.php 

フ‘ラツドフォード国立写真・映像・テレビ博物館

Fashination, between art and fashion 
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2005年 6 月 10 日 -9 月 18 日

http://www.nmpft.org.uk/ 

巨.)(~:t.J 1
アリゾナ科学館

The Body, a Sesame Street Production 

2005年 5 月 14 日 -11月 27 日

http://www.azscience.org/ 

エクスプ口ラトリウム

The Nobel Prize: 100 Years of Creativity 

2005年 7 月 14 日 -10月 2 日

http://www.exploratorium.edu/nobel/index.html 

サンタパ-J í..ラ自然史博物館

A Celebration of Souls: Day of the Dead in South-

ern Mexico 2005年11月 13日まで

http:// www.sbnature.org/exhibits/cos/ 

サンディエゴ自然史博物館

Backyard Monsters 

2005年 5 月 28 日 -2006年 1 月 1 日

http://www.sdnhm.org/ exhibits/bym/index.html 

Earth, Wind & Wildfire 

2004年10月 16 日 2006年 1 月 1 日

http:// www.sdnhm.org/exhibits/fire/index.html 

タートルベイ探検の公園

FIRE: A Force of Nature 

2005年 7 月 9 日 -12月 8 日

Frogs : A Chorus of Colors 

I 2005年 5 月 28 日 -10月 30 日

http://www.turtlebay.org/exhibitions/exhibitions. 

shtml 

8.V K888 1:8.."8. 
ム l m問棚田T27-r

ディス力パリ一博物館

Motorcycle Mania 2005年 6 月 11 日 -8 月 28 日

http://www.amod.org/ exhibits.html 

八ンチントン植物園

"The N ewtonian Moment : 

Science and the Making of Modern Culture" 

2005年 7 月 23 日一 11月 27 日

http://www.huntington.org/ 

べイエリア・ディス力パリ一博物館

Think Tank 2005年 5 月 -9 月

Growing Up with the Berenstain Bears 

2005年 9 月 -2006年 1 月

Pack Y our Bags 2006年 2 月一 5 月

Monkey King -A J ourney to China : 

2006年 6 月 9 月

http://www.baykidsmuseum.org/programs/ special_ 

exhibits.html 

* (やすい・りょう)
E-post: ZAKvaran@aurora.ocn.ne.jp 

※世界の化石・

鉱物・恐竜・化石

人類・動物骨格

標本及び模型の

輸入専門業者 テ ィ ラノサウルス ・ REX

額ゼネラルサイエンス
コーポレーション

干107-0052 東京都港区赤坂 3 -11- 14 赤坂ベルゴビル802

TEL 03 (3583) 073 1代表 FAX 03 (3584) 6247 

省スペース展示に量適な、小型ドームCG映像システム

メディアグロー式誕生
メディアグローブは世界で初めてフルカラー

投映を可能にした小型・高精細のデジタル
プラネタリウム。さらにドーム全天に高画質な
CG映像を投映するマルチ投映機能を持ち、

さまざまなシーンで活躍します。
砂各種イベント等にも対応。 レンタルもご綱麟ください。

コ=力三.JJ1I9 プラネヲリヲ'b様式喜祉
東京事損所〒163.0512 東京都新宿区西新宿1 -26・2 新宿野村ピル12暗 TEL (03) 3349ト5301
大阪事様所〒550.0005 大阪府大阪市西区商本町2-3・10 西本町インテス11階 TELω喧) 611 0-0570
東海事難所〒442.∞67 愛知県・川市金庫西町1-8 TEL(0533) 89ド3570
U円 L : http1lkonic町ninol也jplplanet町ium/

-9-
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議離鱒閥轍襲E
開催館 展覧会名 開催期間

岩手県立博物館 企画展「縄文北緯400 -前 ・ 中期の北東北-J 10月 9 日 -11月 27 日

陸前高田市立博物館 夏の特別展「蝶のくらし展」 7 月 23 日 -9 月 11 日

仙台市科学館 小企画展「世界物理年2005J 展 7 月 16 日 - 10月 16 日

秋田県立博物館 企画展 「石 ・ 火山・ ひと 一秋田の大地とくらし一」 9 月 17 日 - 11月 27 日

ふくしま森の科学体験センター 特別展「第 5 回サイエンスアイディアコンテス ト 受賞作品 5 月 14 日 -9 月 25 日

展示」

郡山市ふれあい科学館 「アインシュタイン特別企画」 9 月 1 日 -10月 30 日

産業総合技術研究所地質標本館 特別展「地質図の世界 人の暮ら し と自然を結ぶー」 7 月 23 日 -9 月 25 日

ミュージアムパーク茨城県自然博 第34因企画展 í46億年のタイムカプセルー南極大陸から未 7 月 16 日 -9 月 25 日

物館 来が見える 」

栃木県立博物館 企画展「とちぎの歴史街道一みちの世界へ 」 7 月 23 日 -9 月 11 日

企画展「祈りのすがた 一下野の仏画一」 10月 1 日 - 11月 13 日

テーマ展「土のひみつ」 7 月 16 日 - 3 月 31 日

群馬県立自然史博物館 企画展「ニッポンヴンターヵマー 荒俣弘の驚異宝物館」 10月 1 日 - 11月 27 日

川口市立科学館 巡回展「ナーノの冒険」 4 月 3 日 -9 月 11 日

狭山市立博物館 企画展「大妖'怪展」 7 月 9 日 -9 月 11 E{

企画展「童絵のふるさと 池原昭治作品展一J (仮称) 10月 8 日 - 12月 18 日

埼玉県立自然史博物館 企画展「君も自然の研究者」 7 月 9 日 -9 月 25 日

特別展「石の用と美」 10月 8 日 -12月 4 日

東金こども科学館 巡回展「ナーノの冒険」 4 月 3 日 - 10月 30 日

逓信総合博物館 2005N HK学園オープンスクール作品展 9 月 3 日 - 9 月 25 日

í_秘蔵 ・青梅きもの博物館所蔵 梨本宮妃殿下コレクショ 10月 1 日 - 10月 30 日

ン~日仏絵はがきの語る 100年前」展

目立科学博物館 特別展「パール展ーその輝きのすべて一」 10月 8 日 - 1 月 22 日

たばこと塩の博物館 企画展「とんこったばこ入れ~固い素材の柔らかい造形-J 9 月 10 日 -11月 6 日

=蓋みなとみらい技術館 特別展示「見つめよう!わたしたちの地球~自然から学ぶ 3 月 15 日 -9 月 25 日

新しい環境技術-J

馬の博物館 秋季特別展 íMade in J apan 日本美術の馬一」 10月 1 日 - 11月 27 日

横浜こども科学館 企画展「理科だいすき! J 9 月 17 日 - 11月 6 日

横須賀市自然・人文博物館 特別展示「ニ浦半島にすむ昆虫からのメッセージ一身近な 8 月 25 日 - 11月 25 日

自然今昔」

神奈川県立生命の星・地球博物館 特別展「化石どうぶつ園 北アメ リ カ漸新世の晴乳類一」 7 月 16 日 - 11月 6 日

富山市科学文化センター 特別展「琉球列島の自然」 7 月 15 日 -9 月 11 日

企画展示「ふしぎいっぱい自然と科学」 9 月 23 日 - 10月 16 日

立山カルデフ砂防博物館 森下恭写真展「水圏ー とやまを支える水の循環 」 9 月 3 日 - 10月 2 日

富山県立山博物館 企画展「ちょっと昔の学校登山 写真でたどる大正 ・ 昭和 10月 1 日 - 11月 6 日

の立山登山 J (仮題)

黒部市吉田科学館 特別展「黒部少年少女発明くふう展」 9 月 15 日 -10月 4 日

特別展「黒部市小中学校児童生徒科学展覧会」 9 月 15 日 - 10月 4 日

福井県立恐竜博物館 開館 5 周年記念展「大空に羽ばたいた恐竜たち展」 7 月 15 日 - 11月 3 日

掴井市自然史博物館 第60回特別展「越前おろしそばの自然史」 8 月 6 日 - 11月 20 日

飯田市美術博物館 特別陳列「市岡家と万博の父田中芳男」 9 月 9 日 - 10月 10 日

特別展「中世信濃の名僧 その営みと造形」 10月 15 日 - 11月 23 日

般車県博物館 秋季特別展「名水 ・ 温泉 ・ 名勝」展 9 月 17 日 - 11月 13 日

中津川市鉱物博物館 第 9 回企画展「ょうこそ! ;力、ブスの国へ- }ゲフスの話一 」 7 月 31 日 - 11月 20 日

日
υ
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開催館 展覧会名 開催期間

浜松科学館 「天竜川・浜名湖地域小中学生理科研究作品展」 9 月 10 日 -9 月 19 日

「第27回 天竜川・浜名湖地域小中学生発明くふうコンク 9 月 17 日 -9 月 25 日

ール作品展」

デイスカパリーパーク焼津 「ロンドンからくり人形展」 10月 8 日 -12月 4 日

豊橋市自然史博物館 第20回特別企画展「よみがえれ!愛知のいきものたち」 7 月 15 日 -9 月 11 日

トヨタ博物館 企画展「人がクルマに恋した世紀一トヨタ博物館の秘蔵展」 3 月 15 日 -9 月 25 日

産業技術記意館 「トヨタコレクション展 ーモノつ*くりの源流一」 3 月 12 日 -9 月 25 日

鵬羽水族館 50周年特別パネル展「鳥羽水族館の50年」 5 月 15 日 -12月 31 日

滋賀県立琵琶湖博物館 企画展示「歩く宝石オサムシ~飛ばない昆虫のふしぎ発見 7 月 16 日 -11月 27 日

-J 

みなくち子どもの森自然館 特別展「花の不思議」 7 月 13 日 -9 月 25 日

大阪市立自然史博物館 特別展「恐竜博2005 恐竜から烏への進化」 10月 8 日 -11月 27 日

きしわだ自然資料館 特別展「太古の海の生きものたち~化石の水族館-J 10月 18 日 -12月 18 日

兵庫県立人と自然の博物館 企画展「コウノトリの野生復帰と自然再生」 7 月 10 日 -9 月 25 日

鵬取県立博物館 企画展「鳥取の山岳信仰」 10月 7 日 -11月 6 日

防府市青少年科学館 「防府市小・中学校科学作品展」 9 月 28 日 -10月 2 日

萩博物館 新・萩市誕生記念特別展「大萩市の文化財」 9 月 17 日 -10月 16 日

「発掘された城下町一出土品が語る江戸時代の萩-J 10月 29 日 -1 月 22 日

璽蝿県立博物館 アーマ展「日本最古の地層」 8 月 2 日 -9 月 25 日

テーマ展「水田の生きもの」 10月 1 日 -11月 27 日

佐賀県立宇宙科学館 夏の特別企画展「時間旅行」展~時間つてなんだろう 1- 7 月 16 日 -9 月 19 日

宮崎県総合博物館 特別展 'THE 地震展J -宮崎大地震に備える~ 8 月 13 日 -11月 6 日

l 新規オープン l

釧路市こども遊学館

[主なコーナー(新展示物，)] 

きんきんひろば・・…・

屋内のものでは国内最大級

の「すなば」があり、無料で

楽しめるスペース。

あそびらんど・…・・「ネットジヤンクゃル」や「キッズテント」

などいろいろな遊ぴが体験できるコーナー。

ふしぎらんど…ー「人力フ。ロペラ」や「お絵描き水族館」

など参加僻験型コーナー。

プラネタリウム…・一光学式とデジタル式の二つの投影機を

併サ持つ最新式の「ジェミニスターIIJ で美しい星空の

世界、迫力満点の異次元の世界へ皆様をご招待致します。

ものしりらんど…ーインターネットによる科学情報の収集

付斗学関連資料、学習用ソフト等の閲覧かできるコーナー。

[展示面積]

1 階きんきんひろば(64.9m2) 、 1 階あそびらんど (905.8

m2) 、 3 階ふしぎらんど (882.3m2) 、 3 階プラネタリウ

ム (160m2) 、 4 階ものしりらんど (113.5m2) 

[オープンの期日] 平成17年 7 月 9 日

[準備期間(基本訴十・実施設計・施工期間等)J

平成11年度こども遊学館開設準備室設置から約 6 年

[担当業者]実施設計株式会社アトリエブンク

展示施工株式会初3村工事社

[給エ費] 4 ， 199 ， 700 ， 000円

旭川市科学館

[主なコーナー(新展示物)J

北国コーナー……ミ ックス

ド・リアリティによるベル

ク、、マンの法則の展示、氷河

期と海面変位、雪の結晶、室温がマイナス30.C まで下が

る鮒旦劃験室など

地球コーナー…・ー犬型ロボッ トを使ったロボ ッ トサ ッカ

一、地震体験、モーション・キャフ。チャーを使った人類

の進化の体験、大陸移動のシミュレーションなど

司
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字宙コーナー…一月の重力の体験、無重力体験、月の満ち
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ミユージアム・シヨツ7向/教育用地学標本
欠けのシミュ レーション、 宇宙クイズなど

サイエンスシアター…...3 D映像 9 本を随時上映

地学標本(化石・鉱物・岩石)
古生物関係模型(レプリ力)

大天文台・・・…口径65cmカセグレン式反射望遠鏡設置

小天文台・・・・・-口径20cm屈折望遠鏡設置

sﾍnce1974 

.常設ショールーム 紀伊国屋書店・新宿本店 1 F TEL . 03(3354l0131(代表)

鑓東京ザイヱンス
干 151 -0051 東京都渋谷区干猷7谷5-8-2 イワオ アネックスビル

TEし03(3350)6725 FAX.03(3350l6745 
http://www.tolくyo-science .co .jp E-mail : info@tokyo・science.co .jp

|大英博物館/恐竜復元模型プラネタ リウム…・・ 〈規施〉ドーム直径18m、 170席 (固定

2 人掛けシー ト 10席、車椅子席73席、一音B回転席64席、

スペース用移動席23席)

[展示面積]

常設展示室1 ， 315m2

特別展示室187m2

lcolcollO 
株式舎社ココロ

高品質表現力フ。ラネタリウム676m2

[オープンの期日] 平成17年 7 月 23 日(土)

[準備期間(基本設計 ・ 実施讃十・施工期間等) J

実験実習諸室500m2

天文台70m2

平成13年度

平成14年度

基本設計

実施設計

平成15-17年度事

[担当業者]

工

株式会社乃村工事杜展示基本 ・ 実施読十・施工

プラネタ リウム読十・施工

株式会社アクセスインターナショナルリソーセス

「
人
が
集
う
空
間
」

と
い
う
意
昧
を
、

ノ
ム
ラ
は

い
つ
も
ト
ー
タ
ル
で

考
え
て
い
ま
す
。

国際航業株て会社

4 ， 895 ， 625 ， 000円(建築設備工事含む、土地・

一部外構工事費除く)

天文台訴十 ・施工

[総工費]

1I!1t.創作施工'.らびに名書腹II!イベントの活性化。 JI曾轡現

I゚NOMURA 
刷会社乃村工事社

http://www.nomurakougei.co.jp 
本社東京都港区芝浦4-6-4 電話03-3455-11?1 (f'öお知らせ

全科協ニュース編集委員会

ミュージアムパーク茨城県自然博物館資料課長

園府田良樹

川口市立科学館サイエンスワールド学芸係久保田耕平

千葉県立中央博物館教育普及課長 森田利仁

国立科学博物館広報・サービス部情報・サービス課長 井上透

国立科学博物館広報・サービス部広報課専門職貝 原因紀子

全科協事務局

国立科学博物館広報・ サービス部情報・ サービス課 守井典子

TeI.03-5814-9863 Fax.03-5814-9898 
平成17年 9 月 1 日

全国科学博物館協議会。

⑤110-8718 台東区上野公園7-20 国立科学博物館内

島崎印刷株式会社

笹川科学研究助成募集]

ー言言1雪三言1言亘三 三

[平成 17年度

象: 人ガヰ学、社会科学および自糊特(医学を除対

<)、またはそれらの境界領域に関する研究

(金)(木)から 10月 14 日募集期間 : 9 月 1 日

笹川科学助成研究係

FAX: 03-6229-5369 

間合わせ ・ (財) 日 :材開品会

TEL: 03-6229-5365 

E-mail: jss@silver.ocn.ne.jp 

発行日

発行

URL : http://www.jss.or.jp 

席リ正日

- 12一

※詳細はホームページをご覧ください。
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